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１．まちづくり検討委員会の流れ（前回資料に一部加筆）

基
本
方
針

発
表

基
本
計
画
と
り
ま
と
め

基本計画の検討

基
盤
整
備
方
針

まちづくり検討委員会

市民・民間事業者等との対話

官民連携による
本格検討

※上記の進め方は、委員会での議論を受けて変更する可能性があります。

まちの利用者の想定

まちの機能の想定①

基盤整備の在り方①

まちの機能の想定②

基盤整備の在り方②

○土地利用・建物利用

○基盤整備（詳細検討）

○交通

○エネルギー利活用

○都市デザイン 等

第
１
回

第
２
回

第
３
回

既往検討内容の確認

継続検討

本日

• 基本計画の内容は多岐に渡る見込みであるが、基盤整備に関する内容について、①先行する他事業
との調整のため、②官民連携のまちづくりの実現に向けて公共が担う内容について整理するために、
先行的に検討を進めていきます。

第
4
回
以
降
の
開
催
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（参考）「基盤整備方針」と「基本計画」の到達点

（仮称）リニア山梨県
駅前エリアの

まちづくり基本方針
（令和5年11月公表）

基盤整備方針

（令和6年度中予定）

（仮称）リニア山梨県
駅前エリアの

まちづくり基本計画
（未定）

コンセプト、基本方針 まちの骨格となる主要な
公共施設の配置・規模等

土地・建物利用、基盤、
交通、防災、エネルギー、

都市デザイン等

• まちづくり基本計画
作成に向けて、市
民・県民、民間事業
者等と議論を行うた
めの「たたき台」 • 土地利用を検討する上で前提条件※

となる公共施設の位置や規模と、そ
れと連動して期待したい土地利用
（ゾーニング）イメージを示し、民
間事業者との目線合わせを行うもの

• 駅関連事業として複数の基盤整備の
検討が進んでいるため、南側エリア
の基盤の基本的な考え方を示すもの

• 都市計画決定等の事業
化手続きや、開発事業
者の公募に向けて、必
要な事項や条件を明ら
かにするもの

※土地利用の制約条件となりうる公共施設の条件を明らかにする趣旨であり、そ
の後の土地利用の具体検討の中で、より効果的な公共施設配置や使い方のアイ
ディアが生まれた場合の見直しを否定するものではありません。



（仮称）リニア山梨県駅前エリアのまちづくり基本計画検討委員会  基盤整備方針までの議論の流れ 

第１回（2024/1） 

・ まちの利用者 

（属性や行動パターン） 

基
盤
整
備
方
針 

（主
要
な
公
共
施
設
の
配
置
等
） 

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画 

利用者像（まちの将来像）の解像度を高める検討は、継続的に行い、各段階で反映 

まちのあり方に関する意見 

・ 山梨に拠点を置く人が増えるような地域の魅力向上。 

・ 中心市街地や周辺の調整区域との関係に留意が必要。 

・ 若い人達の価値観にフィットするか、良さをわかってもらえるかという視点も必要。 

目標設定に関する意見 

・ 呼び込むターゲットとその“量”を目標と置くべき。 

・ なぜリニアで移動しなければならないか、なぜ山梨

か、を追求すべき。 

駅前の機能：交通結節点としてのあり方 

・ SIC を降りた道路や二次交通での渋滞は、時間短縮効果を失うため、円滑

な交通流動確保が必要。 

・ SIC直結の利点を生かす。⇒北側にも顔を向けるまちづくりを。 

・ リニア駅の南北が連動し、一体的かつスムーズに使えるような関係性を考

えるべき。 

・ 空飛ぶ車等、近未来のモビリティに対応しうる整備を前提に。 

・ 公共交通で移動が完結できれば、ワイナリー等観光資源とも有機的につな

がり価値が高まる。 

 

駅前の機能：交流から新たな価値を生む結節点 

・ 広域の都市圏と甲府都市圏が結節し、エリア内での活動や交流から「知」や

人の結びつきを生む場。 

・ ものづくりの山梨の発展を見据え、人、モノ、金、情報を呼び込む。 

・ 「触媒的なまち」という視点では、「滞在」してもらうことが重要。リニアの発

車間隔にも留意し、時間の使い方を意識すべき。 

 

 

第２回（2024/３） 第３回（2024/６、７頃） 

基盤整備方針に向けて特に重要な事項を、 
２回・３回の委員会で議論 

ビジネス利用者 

・ 県下の企業と連携することにより、人、モノ、金、情報をもたらす。 

・ リニアの待ち時間の飲食や交流にも期待される。 
 

観光客 

・ インバウンドは、富士五湖方面だけでなく、甲府盆地側の国中地域や八ヶ

岳にも観光行動が波及。⇒圏域の中で、インバウンドの観光行動のパター

ンが多様化。 

・ リニアや SIC により、甲府までの移動時間が短縮されるため、山梨圏域で

楽しめる時間が増える。⇒二次交通（観光バス等）の充実を検討すべき。 
 

居住者 

・ 山梨に魅力を感じ山梨に拠点を置く人を増やしていくことを考えるべき。 

防災の視点 

・ 液状化対策への留意が必要。 

・ 富士山噴火時に、リニアやリニア駅前はどう活用できるか。 

・ 首都圏被災の場合、山梨は同時に被災する可能性が低く、広域交通に結節

している利点から、支援を送り出すバックアップ拠点として期待される。 

 

駅前の景観形成の視点 

・ 八ヶ岳や南アルプスの景観への配慮。 

 円滑な交通結節機

能の確保に向けた

交通基盤のあり方 

 駅前で交流や滞在

を生むための基盤

整備上の工夫 

リニア駅周辺利用者

の行動特性、行動パタ

ーンを想定した、基盤

整備のあり方 

フェーズフリーや、景

観形成（視点場の設

定）等の考え方を深度

化した基盤整備の概

略設計 

 

想定条件 まちの機能 
・ 社会情勢や上位・関連計画、

民間事業者意見等を踏ま

え、リニア駅前に求められる

まちの機能を想定 

↓ 

 

論点 

南側交通広場のあり方 

  ↑ 

（考えるべき視点） 

１） まちづくり基本方針 

２） 駅南北の地域特性 

３） 利用者の行動特性 

4） 将来のモビリティ 

 

・ 南側交通広場のコンセプト

（案） 

・ 南北交通広場のイメージ 

 

論点１ 

南北交通広場のあり方と駅

前の土地利用想定を踏まえ

た、南側交通広場の概略設

計（案）（予定） 

  ↑ 
（意見をいただくポイント） 

・ 南側交通広場が具備すべ

きコンセプトや機能が反映

されているか 

・ 土地利用と交通結節機能

の有機的な連携が期待さ

れるか 

民間事業者意

見も踏まえて

事務局が検討

した土地利用 

（ゾーニングや

導入機能） 

 

論点２ 

論点１に加え、防災や景観形成

等の視点を踏まえた基盤整備

方針（案）（予定） 

  ↑ 
（意見をいただくポイント） 

・ 基盤整備の方向性として、必
要な観点は反映されているか 

・ 基盤整備以外で留意すべきポ
イントはないか 

テーマ① 

利用者像を踏まえた交通基盤、特に駅前の動線の起点となる交通広場と 

その周辺の動線計画について具体化する。 

（参考提示） 

ご意見を踏まえ、基盤施設の概

略設計において留意する視点 

テーマ② 

フェーズフリーな拠点機能の

具備や、山梨の魅力を引き出

す景観、視点場の設定につい

て、基盤整備上の対応点やそ

の後の留意事項の整理 

注：黄色のテキストボックスは、第１回委員会でいただいたご意見の要約 
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方針作成における視点 

方針作成における視点 

方針作成における視点 


